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交付金事業実施年度 　平成２８年度

事　業　再　評　価　表

措置名 交付金事業の名称
公共用施設に係る整備、維持補修又は維
持運営等措置

　瓜幕駅舎記念広場公衆トイレ設置事業

当初評価報告年度 　平成２８年度
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

　鹿追町

交付金事業実施場所 　河東郡鹿追町瓜幕

交付金事業の概要

この広場は、地域住民や観光客の憩いの場として平成２３年１１月に設置しました。計画時は、近傍には「道の駅うりまく」があることから、トイレ
の利用はそちらを想定していましたが、利用している子供の父兄や近隣住民よりトイレ設置の要望も寄せられたことから、利用者の健康面や
衛生面へ配慮し、この広場の有効利用を促進するため、本交付金を活用し公衆トイレの整備を行いました。
　瓜幕駅舎記念広場公衆トイレ　木造平屋建て　１棟

総事業費 4,881,600 交付金充当額 4,633,000

交付金事業の成果目標

　当町では、地域住民や観光客の憩いの場として町内各地域に公園を設置しています。
　設置計画時は、近傍には「道の駅うりまく」があることから、トイレの利用はそちらを想定していましたが、利用者父兄や近隣住民より遊びに夢
中になった子供が限界までトイレを我慢して帰宅したり、広場の周辺で用を足す光景が見受けられるなどの意見が寄せられるようになり、子供
たちの健康や周囲の衛生環境の改善が必要となりました。
　そのため、本交付金を活用し、広場に公衆トイレを設置することにより、上記の問題を改善し、広場を利用する地域住民の福祉向上を図りま
す。

交付金事業の成果指標

　この広場の利用は、４月から１０月までの延べ２１４日間を予定しています。この期間天候や時間帯、曜日等により利用人数は流動的と考えま
す。推計になりますが、２１４日間のうち利用可能な日を70％程度とした場合、日平均５名の利用で期間中約７５０人の利用を見込みます。

交付金事業の成果及び再評価

　交付金を活用し、この広場に公衆トイレを設置したことにより、利用者の利便性が向上するとともに、子供たちの健康や周囲の衛生環境の改
善が図られました。公衆トイレの設置工事は、平成２８年11月11日に完了したため、平成２９年度の４月から１０月までの延べ２１４日間における
広場利用により、1,425人の施設利用がありました（水道使用量をもとに利用者数を推計）。指標を大きく上回る利用があり、数値目標は達成さ
れたものと評価しています。
　今後も、施設を活用し更なる地域住民の福祉向上を図っていく予定です。

無

　交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
建設工事 指名競争入札 窪田建設工業株式会社 4,881,600

　成果及び再評価に係る第三者機関等の活用の有無

（２）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第１条に規定する同法の目的の趣旨を踏まえて具体的に記載すること。
（３）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（４）交付金事業の成果及び再評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（５）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
（６）成果及び再評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。


